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日光 產 蜘蛛 類 

關口晃 一 

目光の質ぉ蜘陳国なび替蟲国についでは.巧照宮編冀の"0光の動物と植 
物"中に岸巧久を巧がが種を記錄して居られるが今回筆者の植物巧集旅行中 
キ斤を見て採集 I しをものの中には同報吿に見られないもりも夕數あるので，ホい 
た道順を追つて白誌的に記すことにする し 

第…目目 (1939. 7.17) 日光驛ーー中禪寺 

電寧〇都合で帝大附屬植物闇まで步< ことになつを0東照宮參道入口を過ぎ 
で大を川に 沿つ をほこりつぼい道を步いてねる間に，道端にかをの網を 張つ で 
ねを腹部の銀色な美しい蜘蛛をとつを。 "シロカ ネグモ，，これが筆者の出韓目 
に當 てを 種をであるが今になつで見れば當つでねた。もつとも - J シぃカネグを 
でを つた かどうかはみらないが，兎に角これが日光に 踩集 しを最初の蜘蛛でを 
る 0 

ホ大解屬植物聞へ入ると俄然カラスグモ.シ》カネグモの多いのに氣がつい 
た0園內到る處に小さな垂直の圓網を張つ てを の中央に黑いゴミ ( D 薇に < つつ 
いてなるカラス グモは衆京附近で餘り目につかないずに非常に面をく思はれ 
た。馬返附近.中禪寺附近の湛の中にはザトウムシの夕いのが注意を惹いを0 
馬返より少し上の，茶屋の手前の岩の上で大きな垂直圓網の輕絲の^端を適ん 
で「よき解物かな」と搬を體を脾腕してねた大きなコケホニダ艰らしいものを 
補へを。この蜘蛛は筆者の丈よりも少し高い濕氣のある岩。上に，苔の生えを 
ルおの機にジーツと潭つてねた〇で，をの形と網を見て半信半疑で手を把した 
筆者 も， 掌の中でおてて脚を突張るまでは一寸何だか見當がつかなかつた〇こ 
の擦本は不を意の爲，中禪ホまでの間で線失してしまつをが，觀察しを事項と 



樞村利夫巧 o お話あび同巧の標本と一致するので嫂に確實なものとして記錄す 


ることにしを。 

この曰の採集。ロロ：——偕下一*斑は：‘目光ク動物と植物 
ロソが渐1。 林に記錄されないものを示す 

1. Theridim iemdarionim C . L. Koch. 

2 . 本 Enoplognatha sp. 

3. * Oedothorax sp. 

4. Jbinypiua sp. 

汉冰 Argiope hrunnichii ( Scopoli ) 

6.* Mela doenitzi Boiciiberg et Strand 


ホホヒメグモ 
ヒメグモー穗 
了カムネグムー種 
サラグモー穂 
ナガコボネグモ 
ドヨウグモ 


了 . Meia yvnohameims Bosenber ど et Strand 


ユノハマ ドヨウグモ 


8.* Cycloia insvlana Costa 


3ッダゴミダが 


9. Cyelosa afrata Bosenberg et Strand 

10.* ぉ dlinda nipponica Kishida 
1. Teiragnailm squamaia Karsch 
12.* Tetragnatha japonica B も e 己 berg et Strand 


カラスグモ 
ベリンダホサフラフグモ 
ウロコアシナボグモ 
ヤサガタアシナガグモ 


13 •で Leuc^txtge mhhlanaa Bosenberg et Strand 


コシロカネクモ 


14. Araneus ventrieosiis (し Koch) 


ホ ニグ モ 


15.* Araneus tsfnsciwai Kishida- 


イシサハホニグモ 


16.* Aranetts mongohcus Simon 


3ケホニグを 


1 了•ネ Aranem displicaia ( Heijtz ) 

18 •本 Jirctneus s の m-mc/ra (L. Koch; 

19. * Pi さ aura lama Bosenberg et Strand 

20. * Lycosa proeiirva Bosenberg et Strand 
21 ， Agelena sp. 

22. TeqenaTia sp. 

23. Hahnia sp. 


ムツボシホニグモ 
フタスずホニグモ 
アゾマキシダグモ 
チビドクグモ 
クサグモー種 
タナグモー穂 
>►、タケグモー種 



24. * Xysiicus ephippiaiu% Simon ヤミイ ロカ ニグ モ 

25. * Philodromns aureohts japonicola Bosenberg et Strand アサヒェビグモ 

26. * Yoshiiyea agoana Kishida ヨシイへハへトリ 

27. * Evarcha albaria CL* Koch) マミ ジロハへトリ 

28. * Cluhimajaponicola Bosenberg et Strand ハマネフク ログモ 

第二目目 （ 1939.7.18) 中 撰寺——湯元 

中禪寺湖の南側を暫く步いてから船で薑蒲ヶ潰へ W をが路と到る處にザトウ 
ムシの多いのには驚いを。戰場ヶ原ではシャグモが罔についた 0 今葉の表に 
ねをかと思へば忽ち裏へ，裏かと思へば又表へ，漸く管瓶を向けると他のおへ 
とお五に虛々質々の秘術を盡し合つて二 • ミ頭探るまでにはザだ < になつを。 
この他，ドクグモ，八へトリグを等澤山ゐたが非常に急:ぐ旅で落清いで採集お 
ホなかつたのは殘をであつを。 

湯の離附近に巧くと風に摩れてねる锥の閒のサラグモの網が’を意を惹いを。 
一つの網に？と S が入つてねたので 「シメタッ」 と思ひ乍ら一生懸命追ひまは 
したが結局兩方共逃げられ，ホマヶに口を關けて持つてねた管瓶まで落して， 
が角の採集品を大み流お，「二兎を追 ふも のは數兎を炎ふ J の新裕替を作成して 
遙かにホへ巧つを友を追つを 0 

髙島春淮巧より伺つてねをトンボが蜘綠の網にか、つてゐる處を日光に來て 
何回か目擊したが，今夕は懲充の町でアカネらしい ト ンボが ホ ニグ モの網 （？） 
にか、つて盛に暴れてゐるのを見た。網が別に古いとも思れないのに何處にも 
網〇まが見えないのも面白い と黙った。 

この曰の谈集品：— 

29. * Oedothorax sp. ソノアカムネグモ （稀） 

30. * Araneas scyUa (Karsch) ヤマシ ロォニグモ 

31. * Tetragnatha 饼，がみれ m L. Koch アシナガグモ 

32. * Oxyvtila sp. カニグモー趣 



(巧） 


3义 Tibe 化 us ienelkis ( L . Koch ) シヤコグモ 

34. Microminata rosea Clerck ツユグモ 


35. Akamana sibo Kishida アカヌ マシ ボグモ （？） （稀） 

この他前 H のものと重機する採集品は、フタスデホニグモ，コシロカネグモ 
ヤサガタアシナガグモ，ホニグモ，ドヨウグモ，ユノハマドヨウグモ，タナグ 


モ ， Araiieiis sp " Lycosa sp . 等である 0 
第ミ:日目 (1939. 7.19) 湯元 —— 前白根——場元 

登山と樞物の方の採集の爲，巧/しど收獲なし。山頂では殆んど蜘蛛が見當ら 


ず只二 S のドクグモを採集したのみであつをがこれも植が氏の御巧おに依れば 
幼くて Lycosa 巧. としか分らぬさうでをる。この他の種類は織て山廳で踩集 
しをものである。猶同夜は湯元の町の家崖附近及び雜単中を捕蟲網を持つて探 


しまは つたが， 結局 ォニグモ，アシナガグモ，ャサガタアシナガグ モむ兰種の 
非常に《いことを知つたのみで別に新しい收獲はなかつた。 

この目〇採集品：—— 

36. * Teiraamtha lea Bosenberg et Strand アブマ了 シナガグモ 

37. * 心)'グリがな mitijwus ( Simon ) ビデヨホニグモ 


38 •本 Araneus sag am け (Boseubersr et Strand ) 

39. * Bansaia nipponica Uyemura 

40. * Joins difficilis Bosenberg et Strand 

41. * Ulohorus sp . 


サガオニグモ 
カチドキグモ 
マガネアサヒハへトリ 
ウダグモ ー 極 


この他前日のものと靈複する採集品は， アシ ナガグモ，オニグモ， ユノ >、マ 


ドヨウグモ，シヤコグモ，ホホヒメグモ， Arane/as sp . 等であつを 0 

第四日目 (1939. 7. 20) 湯巧 - 金精峰 - 菅沼-湯元 

途中までは昨日と同じコースで別に變つた收獲なし，サラグモが目につくな 
のもの0金精崎でも植物の採集に追はれてドクグモを二 S とつを位で营巧へ。 
今までの細い山路が忿に澗けで，黃，白，紫等〇美しい高山瞄物〇閒になつ 
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と暫し我を忘れて大自然の靜けさに耳を傾けたカミ，忽ち盛に活擢してゐるぶに 
氣附いて再びクモ，植物と二人前の採集を始めた。人里離れを髙曆濕原〇蜘蛛 
相は矢張り俗界の蜘蛛相とは大分違ふと見えて非常に興味あるものが夕かつ 
を。特に嬉しがつをのは背面が黃ホ色で四ヶの白の斑點を有するァカホニグモ 
-一一この當時は未だ種をもからなかつをが，美しい化り間に張つた丸網の中央 
に，或ひは網〇端の谭の葉で作つを袋の中に，多數發見おがた時は非常に嬉し 

かつを - ョシィへハへトリに似て靑味がかつたハへトリグモ ( Ichis 巧.）等 

であつた。この他休憩中にコメツガの大木の下でウジダホやニミのザトウムシ 
の收獲があつを。 

この日の採集品：一- 


42. * Uloborus を ybotides Boseuberg et Strand 

43. * Uloborus iokyoensis Kishida 

44. Lencauge hlanda L . Kocli 

45. Araneus qua 抹 ratus Clerck 


カタハリヒカゲグモ 
トウキヤウヴブグモ 
シロ ガネグモ 
アカホニグモ 


46. * Araneus sp . 

47. leius sp . 


オニグモー種（稀） 
ハへトリグが-^穗 


この他重複しを種類はホニグ モ， ァダマァシナガ グモ， タナグ モー 種，ホホ 
ヒメ グモ， ヤミイ ロカニグ モ， ビデ ヨホニグモ,サラグモ ー種， サ ガオ ニグ モ 


等であつた。 


擬この日になつてシ〇ガネグモが出て來をのはい達、か變に思はれるかも知 
れないが，これはコシ ロ ガ本グモと區別がつかなかつた爲同種と して 放置して 
あつをのを植が巧からの御注意で見直して頂いた爲である。恐ら くシロガネグ 
モのゐる處にはコ シロ ガネグモも見られ，コ シロ ガネグモのゐる處には シロガ 
ネグモもねるのではないかと思ふ0筆者の知る範圍ではさうなってなるやうで 
ある0 


を回の踩集に親はれを結果は14科29屬47種で，をの中新記錄となるものは20 
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屬 31 種である 0 (41* Ulohorus sp . は新記錄穗として取扱はず)〇これを岸巧氏 
の34屬46種に加へると日光產の蜘蛛は15科44屬77種となるわけでをる。筆を澗 
くに當り多數の標本を御載お下さつを植が利夫氏及び色々の馈盘を取計らつで 
下さつた高島春雕巧に厚く鄉禮中上ける 0 (II が 4 日稿） 

追記 日光にがける蜘蛛類の文®には上記''日光の動物と植物"があるが， 
この他大正四年十月潑行の博物擧會誌（現在の博物學雜誌の前身）に福ホ玉夫 
博±が"日光で睐集した蜘鍊"と題して潑表して居られる。趣あの‘决おしてむ 
るのは二穗 (Cydosa airata Bo?, et St . ; Tetragnaiha praedonia 飞ム Kocli) だ 
けである力;，これは先生が蜘蛛與と自稱して蜘蛛硏究に熱中された高師時代〇 
御成鎮として興味あるものだと思ふ J 

上記期閒中矢張りがを見て蜘蛛の探集をされた擧ぶを忠、二郞君より最ミををの 
が鷄6科12屬15種（內新記錄5種）の提供を受けをので，なに追錄する。同君 
には深甚なる謝意を表し，併がて平生よりの御織源;御鞭擅に對しても，此の際 
厚く鄉禮中上げる0い風よ新記錄種） 


1, 

Theno/ion sp . 

ヒメグモ ー種 

2.* Narihira detieata Kishida 

ナリじラグモ 

3. 

Argiope orunnichii ( Scopoli ) 

ナガコガネグモ 

4 

Araneus sp . 

ォニグモ 〜.-種 

5. 

Araneus scyltoides Bos も。 り er 廷 et Strand 

サツマノミダマシ 

6. 

Leucaiige hlanda ( L . Koch ) 

シロカネグモ 

7.* Chrysasier typia Kishida 

キララグモ 

8. 

Tetragnaiha praedonia L . Koch 

アシ.ナガグモ 

9. 

Cydosa airata Bosenberg efc Strand 

カラスグモ 

10 •ネ 

Cydosa argenteoalba Bosenberg et Strand 

ギンメツキゴ，ミグモ 

11，* 

: Cydosa sedeculata Karsch 

ョツデゴミグモ 

12. 

Z/ycosa procurva (Bosenberg et Strand ) 

チビドク グモ 
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13 产 Tegenaria sp, タナグモー禮珍品） 

14. Tihellus tenelkis (L. Koch) シヤ コグモ 

15. Cluhiona sp. フクログモー種（幼） 


神奈川縣神武寺附近遠輿！蛛 

町 田德治•松下傳吾 

は し 力く を 

昨年 (1939) 拳者等は神奈川縣神武ホ附近に於で， 3巧（250)， 4巧け〇 

日），5巧(150), C 28 日一松下)， 6巧（4,18日一巧田）の6回に豆つて誌 
地の採集調おを試みた結果，次の17科了2種を得る事が姐來た。目錄としてはこ 
れだけでは勿論完全なものとは云はれないが，之に依つて當地の春なび初夏の 
蜘蛛相の槪晦を知り得たと思ふのでなに一先づ報をすること、する0本稿を草 
するに當り標本同をの勞を執られたる植が利夫氏並びに採集に御巧わを]貢いた 
高島春雄學±，荒木萊次氏に對して深甚なる感謝の意を表す。 

神武寺附近 

當地は神奈川縣兰浦半島に含まれる丘陵地の一部である。相模灣上に突おせ 
る云浦半島は戶月謂湘南地方と稱せられる地域で，氣候溫暖，特に冬と春とにが 
てそれが著し <惑ぜられ，動植物のみがから之を瞥ずるに部分的ながらか豆地 
方〇をれと相似てねる點が窺はれて面白い0 

目 餘 

1. キノシシグモ科 DYSDERVDAE 


1 ，， Ariadna later alu (Karsch) 


ミ ヤ'グモ 




